
広報広報広報 No.658666262626
平成平成平成

みんなでまもろう
ひのようじん！

春季消防演習の分列行進では、大蔵村保育
所幼年消防クラブの子どもたちも、元気よ
く行進に参加しました。
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04 ︱ ふるさと納税制度
05 ︱ 臨時給付金
07 ︱ 肘折温泉山菜料理コンテスト



広報	 平成26年 6 月　No.658 広報

23 むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

平
成
26
年
度春季

消
防
演
習

　

５
月
３
日（
土
）、
大
蔵
村
春
季
消
防
演
習
が
大
蔵
小
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
坂
恭
一
団
長
以
下
２
８
５
名

の
大
蔵
村
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協
力
班
が
集
結
し
、
火
災
や
災
害
か

ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
感
あ

ふ
れ
る
士
気
高
ら
か
な
演
習
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

確
実
軽
快
で
統
制
あ
る
小
隊
・
各
個
訓
練
、
規
律
厳
正
な
小
型
ポ
ン

プ
操
法
、
街
頭
で
の
威
風
堂
々
と
し
た
分
列
行
進
、
全
分
団
に
よ
る
最

上
川
へ
向
け
た
圧
巻
の
一
斉
放
水
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の
様
子
を
披
露

す
る
団
員
の
姿
は
、
地
域
を
守
る
た
の
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

演
習
途
中
に
は
、
法
被
を
ま
と
っ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
が
登
場
し
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
演
技
と
力
強
い
防
火
の
ち
か
い
に
、

会
場
は
ひ
と
際
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
地
域
防
災
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

（
１
）
功
労
章

団
長　
　
　
　
　
　

鈴
木
君
德

（
２
）
永
年
勤
続
功
労
章

本
部
付
分
団
長　
　

長
南
一
彦

（
３
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

　

○
25
年
以
上

鈴
木
清
弘
、
安
彦
健
一

中
島
幸
一
、
大
平　

修

　

○
15
年
以
上

加
藤　

学
、
佐
藤
克
也

小
関　

篤
、
三
原　

玄

▼
山
形
県
知
事
表
彰

（
１
）
金
条
章

　
　
　

第
２
分
団

（
２
）
特
別
功
労
章

　

第
１
分
団
長　
　
　

佐
藤
秀
樹

　

第
４
分
団
長　
　
　

柿
崎
康
宏

（
３
）
功
労
章

　

第
１
分
団
第
１
部　
中
島
博
登
志

第
２
分
団
第
１
部　

林　

友
也

第
５
分
団
第
１
部　

矢
口
政
昭

（
４
）
功
績
章

　

第
１
分
団
第
２
部　

髙
橋
和
博

第
４
分
団
第
１
部　

五
十
嵐
寿

第
７
分
団
第
１
部　

横
山
勇
悦

第
２
分
団
第
１
部　

加
藤　

薫

第
３
分
団
第
１
部　

佐
藤
一
夫

第
４
分
団
第
１
部　

小
田
島
宏

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬
清
一

第
５
分
団
第
１
部　

柿
㟢
友
和

第
５
分
団
第
１
部　

鎌
田
弘
臣

第
６
分
団
第
１
部　

須
藤
一
浩

第
７
分
団
第
１
部　

横
山
勇
悦

第
７
分
団
第
１
部　

柿
﨑
正
一

第
７
分
団
第
１
部　

甲
州
享
二

第
７
分
団
第
１
部　

髙
山　

茂

第
７
分
団
第
１
部　

羽
賀
浩
人

第
７
分
団
第
１
部　

福
本　

浩

▼
最
上
支
部
長
表
彰

（
１
）
銀
条
章

　
　
　

第
５
分
団
第
１
部

（
２
）
優
功
章

第
１
分
団
長　
　
　

佐
藤
秀
樹

（
３
）
精
励
章

第
２
分
団
第
２
部　

角
川
順
一

第
５
分
団
第
１
部　

柿
崎
義
昭

第
７
分
団
第
１
部　

横
山　

隆

　
　▼
村
長
表
彰

（
１
）
感
謝
状

第
１
分
団
第
１
部　

矢
作
博
章

第
１
分
団
第
１
部　

柴
田
浩
充

第
１
分
団
第
１
部　

越
後
和
晃

（
５
）
精
練
章

　

第
２
分
団
第
２
部　

林　

信
治

　

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬
清
一

　

第
７
分
団
第
１
部　

柿
崎
邦
彦

（
６
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

佐
藤
克
也
、
安
彦
健
一

鈴
木
清
弘
、
小
関　

篤

中
島
幸
一
、
大
平　

修

三
原　

玄

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
１
）
精
績
章

　

第
２
分
団
長　
　
　

早
坂
健
一

▼
山
形
県
消
防
協
会
表
彰

（
１
）
優
良
消
防
団
員
表
彰

八
鍬
紀
男
、
加
藤　

薫

鈴
木　

淳
、
矢
口
広
幸

中
島
啓
介
、
奥
山
浩
喜

（
２
）
永
年
勤
続
者
表
彰

○
45
年

団
長　
　
　
　
　
　

鈴
木
君
德

副
団
長　
　
　
　
　

早
坂
恭
一

○
40
年

本
部
付
分
団
長　
　

熊
沢　

健

○
35
年

第
３
分
団
第
１
部　

長
南
敏
広

第
１
分
団
第
３
部　

加
藤
正
継

第
１
分
団
第
３
部　

佐
藤
武
徳

第
２
分
団
第
２
部　

角
川
洋
一

第
４
分
団
第
１
部　

八
鍬
茂
也

第
４
分
団
第
２
部　

八
鍬
直
樹

第
４
分
団
第
２
部　

斉
藤　

修

第
５
分
団
第
１
部　

秋
葉
浩
之

第
７
分
団
第
１
部　

菊
地
洋
一

▼
消
防
団
長
表
彰

（
１
）
優
良
消
防
団
員

第
１
分
団
第
１
部　

海
藤
敏
文

第
１
分
団
第
２
部　

半
田
浩
美

第
１
分
団
第
３
部　

髙
橋
竜
也

第
２
分
団
第
１
部　

國
分
智
博

第
２
分
団
第
２
部　

武
田
光
樹

第
３
分
団
第
１
部　

安
彦　

悟

第
４
分
団
第
１
部　

三
原
伸
也

第
４
分
団
第
２
部　

八
鍬　

仁

第
５
分
団
第
１
部　

荒
木
太
郎

第
６
分
団
第
１
部　

中
島　

聡

第
６
分
団
第
２
部　

石
川
竜
美

第
７
分
団
第
１
部　

早
坂
隆
一

（
２
）
家
族
功
労
者
表
彰

上
竹
野　

国
分
留
美
子（
雄
一
）

白
須
賀　

早
坂
真
理
子（
健
司
）

作
の
巻　

安
彦
紀
美
子（ 

隆 

）

通　

り　

後
藤　

敦
子（ 

清 

）

通　

り　

国
分
真
理
子（
正
美
）

平　

林　

中
島　

志
津（
孝
一
）

○
30
年

本
部
付
分
団
長　
　

長
南
一
彦

○
25
年

第
２
分
団
第
１
部　

國
分　

広

第
３
分
団
第
１
部　

柿
﨑
勝
吉

第
４
分
団
第
１
部　

国
分　

亨

第
５
分
団
第
１
部　

髙
山
和
彦

第
７
分
団
第
１
部　

奥
山
浩
喜

○
20
年

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
健
司

第
２
分
団
第
２
部　

国
分
雄
一

第
３
分
団
第
１
部　

安
彦　

隆

第
３
分
団
第
１
部　

鈴
木　

淳

第
４
分
団
第
１
部　

後
藤　

清

第
４
分
団
第
１
部　

国
分
正
美

第
５
分
団
第
１
部　
柿
㟢
喜
久
雄

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
孝
一

第
７
分
団
第
１
部　

大
友
久
士

第
７
分
団
第
１
部　

長
南
宗
典

○
15
年

第
１
分
団
長　
　
　

佐
藤
秀
樹

第
１
分
団
第
１
部　

小
野
完
治

第
１
分
団
第
１
部　

加
藤
秀
也

第
１
分
団
第
３
部　

早
坂
一
紀

肘　

折　

大
友　

郁
美（
久
士
）

（
３
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

白
須
賀　

佐
藤　

礼
子

豊　

牧　

長
南　

英
子

豊　

牧　

長
南　

真
理

豊　

牧　

長
南　

順
子

豊　

牧　

長
南　

俊
子

豊　

牧　

長
南　
　

凛

豊　

牧　

長
南　

敏
恵

豊　

牧　

中
島
千
恵
美

豊　

牧　

長
南　

厚
子

豊　

牧　

ナ
カ
ジ
マ
・
ヴ
ェニ
ス
・

ガ
ウ
ィ
ガ
ウ
ェン

豊　

牧　

長
南
り
ん
か

（
４
）
優
良
ポ
ン
プ
管
理
表
彰

第
６
分
団
第
１
部
第
２
班（
平
林
）

第
７
分
団
第
１
部
第
２
班（
肘
折
）

※
敬
称
略
。
な
お
、
階
級
は
平
成

25
年
度
現
在
の
も
の
で
す
。

│
平
成
25
年
度
消
防
関
係
表
彰
受
賞
者
一
覧
│
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申請等について
・いずれも、平成26年1月1日時点（基準日）で、住民票が大蔵村にある方が対象となります。
・申請書については、支給対象と思われる方に、申請受付開始前まで村から郵送する予定です。
・申請受付期間は、平成26年 7 月～ 9月となります。
・平成26年 1 月 2 日以降に大蔵村に転入された方は、平成26年 1 月 1 日時点で住民票のある市区町村が
申請先となります。申請受付期間は各市町村によって異なりますので、申請先の市町村にお問合せく
ださい。

�申請及び問合せ先 �　　役場健康福祉課福祉係　　☎７５−２１０４（内線２７５）

お知らせします。
２つの臨時給付金。

臨時福祉給付金
▷支給対象者
・平成２６年度分の住民税が課税されていない方
ただし、課税されている方に扶養されている場
合や生活保護の受給者である場合などは除きま
す。

▷支 給 額
・支給対象者１人につき１０，０００円
・支給対象者の中で、下記に該当する方には１人
につき５, ０００円を加算
◎老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金
等の受給者
（平成26年 3 月分の受給権があり、 4月分又
は 5月分の年金の支払いがある方）
◎児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害
者手当等の受給者など
 （平成26年 1月分の手当等を受給している方）

子育て世帯臨時特例給付金
▷支給対象者
・平成２６年１月分の児童手当の受給者であり、
平成２５年の所得が児童手当の所得制限に満た
ない方

▷対象児童
・支給対象者の平成２６年１月分の児童手当等の
対象となる児童
ただし、「臨時福祉給付金」の対象となる児童や
生活保護の受給者となっている児童は除きます。

▷支 給 額
・対象児童１人につき１０，０００円

　平成26年4月からの消費税率の引き上げに伴い、所得の低い方々や子育て世帯の負担を
減らし消費の下支えを図るために、下記の対象者の方へ臨時の給付金を支給します。
　ただし、受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です（臨時福祉給付金が優
先されます）。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
あ
る
い
は
「
ふ
る
さ
と

の
発
展
を
応
援
し
た
い
」
と
い
っ
た
気
持

ち
を
具
体
的
に
表
す
形
と
し
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
愛
し
て
や
ま
な
い
心

の
ふ
る
さ
と
な
ど
の
自
治
体
へ
寄
附
を
行

っ
た
場
合
、
２
，
０
０
０
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
個
人
住
民
税
の
概
ね
１

割
を
限
度
に
、
所
得
税
と
合
せ
て
控
除
さ

れ
る
寄
附
金
税
制
の
こ
と
で
す
。　

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
は

　

次
の
４
つ
の
柱
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年

度
に
実
施
す
る
事
業
を
あ
げ
、
寄
附
を
し

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
選
択
に
よ
り
、

使
途
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育

２
．
環
境
や
景
観
の
保
全

３
．
安
全
安
心
な
村
づ
く
り

４
．
ふ
る
さ
と
産
業
へ
の
振
興

▼
こ
こ
に
注
目
！

　

村
外
在
住
で
５
，
０
０
０
円
以
上
寄
附

を
い
た
だ
い
た
個
人
の
方
に
は
、
お
礼
と

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
お
礼
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

◎　

寄
附
金
額
に
応
じ
て
、
寄
附
い
た

だ
い
た
方
が
、
お
礼
の
品
を
選
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
選
べ
る
数
に

も
違
い
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

◎　

お
礼
品
は
、
村
の
特
産
品
や
肘
折

温
泉
郷
宿
泊
利
用
商
品
券
と
い
っ
た
、

大
蔵
村
ら
し
さ
を
盛
り
込
ん
だ
も
の

へ
と
拡
充
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
商
品
な
ど
を
追
加
・
検
討
し

な
が
ら
、
お
礼
品
を
通
し
て
、
特
産
品
や

村
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
ほ
か
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
が
、
大
蔵
村
を
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
─
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
、
平
成
26
年
６
月
よ
り
、

大
蔵
村
ら
し
い
お
礼
の
品
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
し
た
！

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
大
蔵
村
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
蔵
村
ふ
る
さ
と
納
税
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

大蔵村の魅力満載のお礼品カタログ

ご親戚や知人の方へ、大蔵村ふるさと納税制度について、ぜひお声がけください！
パンフレットの請求やふるさと納税に関するお問い合わせは、役場総務課政策推進係

ＴＥＬ７５−２１１１（内線２１３）までお願いします。
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　 5月18日（日）、肘折温泉山菜料理コンテスト
が肘折いでゆ館で開催されました。これは、村の
豊富な山の恵み「山菜」を使ったこれまでとは
一味違う斬新な山菜料理を広く募集し、肘折温
泉の新たな名物を作ろうと村観光協会が初めて
開催したものです。75点もの応募の中から、書
類審査を経て14点の作品がこの日の決勝審査に
進み、 7名の審査員により「斬新さ」「おいし
さ」「作りやすさ」「コスト」の 4項目について
審査されました。たらの芽やうるい、たけのこ
などの山菜をふんだんに使ったアイデア料理が

ずらりと並ぶ中、最
優秀賞には佐藤隼さ
ん（県立農業大学校
2年）の「春の香りの
ガトーショコラ」が
選ばれました。
　入賞作品の一部は、
6月15日（日）まで肘
折温泉各旅館で提供
されます。

▲男女仲良く息を合わせた百足リレー

思いやりの心を育もう
人権の花運動

　 5月13日（火）、大蔵小・大蔵中学校の児童生徒と
人権擁護委員による人権の花運動が行われました。
この運動は、花を育てることを通して命の大切さを
学ぶとともに、情操を豊かにして思いやりの心を育
むことを目的としています。子どもたちは協力し合
いながら、花プランターに鮮やかな花苗を植栽し、
学校の玄関に配置しました。

鈴木忠良さん（藤田沢）
防犯功労者表彰を受賞！

　 5月23日（金）、
ヒルズサンピア
山形で開催され
た山形県防犯協
会連合会総会の
席上で、鈴木
忠良さん（藤田
沢）が防犯功労
者表彰を受賞さ
れました。
　鈴木さんは村
民の安全で安心
な生活の確保の
ため、平成12年
より防犯連絡員

として街頭指導や祭典行事時の巡回指導等に積極的
に参加され、防犯活動において尽力されたことが評
価されました。誠におめでとうございます。高山松太郎さん（肘折）

ギフチョウ・ヒメギフチョウの標本寄贈

心ひとつに全力で“完全燃勝”
大蔵中学校春季大運動会

　 4月29日（火）、快晴と満開の桜の下、大蔵中学校
春季大運動会が行われました。全校生徒88名が赤軍、
白軍に分かれ、熱戦を繰り広げました。特に、ユニ
ークな学年種目や全員参加の綱引き、騎馬戦、波乗
り、百足リレー、創意工夫を凝らした応援合戦は大
いに盛り上がりを見せていました。結果は白軍の優
勝となりましたが、心をひとつに取り組む生徒の姿
は、たくましく輝かしいものでした。

　高山松太郎さん（肘折）が、教育委員会にギフチョ
ウ・ヒメギフチョウの標本を寄贈してくださいまし
た。これは、高山さんが10年ほどの歳月をかけて調
査を行い、採集した標本で、大変貴重なものです。
高山さんは「多くの人に日本の固有種であるギフチョ
ウを見てもらいたい」と話していました。中央公民
館 2階ロビーに展示していますので、ぜひご覧くだ
さい。

肘折温泉の名物料理に！

山菜料理コンテスト

「株式会社カドワキ」
新社屋落成

おいしいお米になあれ！
保育所園児田植え体験

　 5月26日（月）、滝の沢地区の佐藤勝さんの田んぼ
で、肘折、沼の台両保育所の子どもたちによる田植
え体験が行われました。昔ながらの手作業による米
づくりを通して交流を深めようと、地域の方々の協
力を得ながら毎年開催されています。子どもたちは
ぬかるむ足元にはしゃぎながらも、一生懸命に苗を
手植えしました。田んぼには、全身泥だらけの子ど
もたちの元気な声が響き渡っていました。

　本村出身者に
より創業された
株式会社カドワ
キ （代表取締役
門脇政美氏）の新社屋落成祝賀会が、4月26日（土）茨
城県日立市で開催され、村長もお祝いに出席しまし
た。株式会社カドワキは、滝の沢、豊牧地区出身者
が同市に会社を設立し、歯車製作など精密機械加工
分野で大きく業績を伸ばしてきました。そして、本
村に対しても専門学校生を対象とした奨学金制度で
あるカドワキ教育振興会を創設され、毎年多額の基
金を寄付していただいています。今後も充実した新
社屋のもと、さらなるご発展をお祈りします。

肘折温泉

細かく刻んだふきのとうが練り込
まれたガトーショコラ。チョコレー
トの甘さとふきのとうのほろ苦さ
が絶妙にマッチした、春の香りが
感じられる一品です！

落
成
式
の
様
子
▼

◀
完
成
し
た
新
社
屋

kkkkkkkkk

優　秀　賞　作　品
KKKKKKKKK
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（
先
月
号
よ
り
続
き
）

　

明
治
十
ニ
年
、
廿
二
年
ノ
洪
水

　
「
明
治
十
二
年
（
一
八
七
八
年
）
七
月
十
日

洪
水
ハ
、
平
水
ヨ
リ
高
キ
コ
ト
拾
四
尺
（
約
四

メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ
）
本
村
大
字
清
水
、
合

海
田
畑
凡お

よ
そ

百
町
歩
破
壊
シ
、
一
時
川
敷
ト
ナ

レ
リ
、
漸
次
開
墾
シ
テ
田
畑
ニ
復
シ
タ
ル
モ
ノ

ア
リ
」

　
「
明
治
廿
二
年
（
一
八
八
九
年
）
六
月
廿
日

洪
水
ハ
、
平
水
ヨ
リ
高
キ
コ
ト
十
三
尺
、
大
字

清
水
本
村
ノ
堤て

い
と
う塘

（
堤
防
）
弐
ケ
所
破
壊
シ
人

家
七
戸
流
失
シ
、
田
畑
凡
ソ
参
拾
町
歩
破
壊
シ

タ
リ
」

　

治
水
沿
革

　
「
天
保
拾
壱
年
（
一
八
四
〇
年
）
旧
藩
主
ニ

於
テ
清
水
合
海
沿
岸
ニ
長
六
百
拾
九
間
ノ
提て

い
と
う塘

オ
築
キ
居
村
水
害
ノ
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

オ
ナ
シ
タ
リ
」

　
「
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
旧
藩
主
ニ
於

テ
大
字
清
水
字
要
ノ
松
下
ヨ
リ
字
堂
ノ
前
マ
デ

長
凡
ソ
三
百
間
ノ
堤て

い
と
う塘

オ
築
キ
、
字
堂
ノ
前
ヨ

リ
字
瀬
ノ
下
マ
デ
凡
ソ
五
百
間
掘
サ
ク
シ
テ
本

川
ト
ナ
ス
、
故
ニ
天
保
年
間
洪
水
ニ
破
壊
シ
タ

ル
田
畑
漸
次
開
墾
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如ご

と

シ
」

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

清
水
・
合
海
に
お
け
る

　
　
　
　
　水
害
に
つ
い
て
②

文
・
文
化
財
保
護
委
員

　熊
谷 

勝
保

第
112
回

※
注
（
天
保
十
一
年
に
堤
防
を
築
い
た
の
は
、

現
在
の
清
水
・
合
海
集
落
西
側
裏
通
り
の

車
道
の
所
で
、
こ
れ
が
清
水
・
合
海
に
お

け
る
初
期
の
堤
防
の
治
水
工
事
と
思
わ
れ

る
。
現
在
の
堤
防
と
比
べ
れ
ば
規
模
的
に

も
低
く
人
家
に
も
近
い
た
め
、
大
雨
が
続

け
ば
不
安
と
な
る
土
手
と
言
っ
た
程
度
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。）

　
「
明
治
十
二
年
七
月
の
洪
水
の
届
出
」

　

非
常
洪
水
水
之
義
ニ
付
御
届

　

最
上
郡
清
水
合
海
町
村
本
村
之
義
本
月
五
日

夜
よ
り
大
雨
ニ
テ
最
上
川
出
水
之
処
、
当
一
昨

九
日
夜
ヨ
リ
夥お

び
た
だ
し敷

キ
大
雨
ニ
シ
テ
昨
十
日
午
前

第
八
時
頃
ヨ
リ
満
水
致
シ
遂
ニ
平
水
ヨ
リ
弐
丈

余
出
水
前
代
未
聞
之
大
洪
水
ニ
罷ま

が
り
な
り成

、
耕
地
ハ

勿
論
人
家
不
残
水
害
ニ
罹
リ
多
ク
ハ
軒
場
ヨ
リ

六
尺
余
モ
水
付
、
且か

つ

最
上
川
縁ふ

ち

リ
ニ
有
之
清
水

町
村
六
十
九
番
地
柴
田
馬
（
多
）
蔵
ト
申
者
之

煮
売
茶
屋
一
軒
流
失
、
当
役
場
之
如
キ
ハ
板
敷

上
ヘ
三
尺
程
モ
水
入
候
程
之
義
ニ
シ
テ
、
素も

と

ヨ

リ
貧
村
之
処
誠
ニ
困
難
仕
候
体
、
実
以に

見
ル
ニ

不
忍
次
第
、
併
シ
人
民
怪
我
等
ハ
更
ニ
無
御
座

候
、
尚
追お

っ
て而

取
調
上
申
仕
候
得
共
不
取と

り
あ
え
ず
ま

敢
先
ツ

御
届
仕
候
也

　

明
治
十
二
年
七
月
十
一
日

　
　

最
上
郡
清
水
合
海
町
村
戸
長　

宮
林
幸
蔵

　

最
上
郡
長　

五
條
為
栄
殿

（
次
号
に
続
く
）

み
ん
な
で
モ
ン
テ
を
応
援
し
よ
う
！
６
／

7
㈯ 

VS 

栃
木
Ｓ
Ｃ	

14
時 

キ
ッ
ク
オ
フ

６
／

28
㈯ 

VS 

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田	

18
時

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

山
形
へ
!

　
ど
の
あ
か
ち
ゃ
ん
に
も
、み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
神
様
か
ら
の
お
く
り
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
あ
る
子
に
は「
や
さ
し
い
」、あ
る

子
に
は「
よ
く
わ
ら
う
」、あ
る
子
に
は

「
力
持
ち
」。何
気
な
い
そ
の
子
の
個

性
は
、み
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
贈
り

物
。我
が
子
へ
の
贈
り
も
の
は
何
か
し

ら
？

　
絵
は
淡
い
色
使
い
の
ち
ぎ
り
絵
の

よ
う
で
、と
て
も
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分

に
な
る
絵
本
で
す
。い
つ
か
子
ど
も

が
自
分
の
も
ら
っ
た「
お
く
り
も
の
」

に
気
づ
き
、た
く
ま
し
く
育
っ
て
く
れ

る
日
が
待
ち
遠
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

さ
て
、私
た
ち
は
何
を
も
ら
っ
た
の
で

し
ょ
う・・・。

さ
く

　ひ
ぐ
ち

　みち
こ

「
か
み
さ
ま
か
ら
の

　
　
　お
く
り
も
の
」

※中央公民館で借りられます。
　読み聞かせ時間「５分」。

6月は土砂災害防止月間です！
～ 今一度、災害に対する備えを確認しましょう ～

　

昨
年
の
夏
は
、
日
本
各
地
で
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
相
次
ぐ
異
常
気

象
に
見
舞
わ
れ
、
村
に
お
い
て
も
、

稲
沢
、桂
、藤
田
沢
、作
の
巻
地
区

へ
通
じ
る
全
て
の
道
が
土
砂
崩
れ

や
冠
水
に
よ
っ
て
通
行
止
め
と
な

り
、
そ
の
４
集
落
が
一
時
孤
立
状

態
と
な
り
ま
し
た
。一
昨
年
は
、肘

折
地
区
主
要
地
方
道
戸
沢
大
蔵
線

が
一
部
崩
落
す
る
な
ど
、
大
き
な

災
害
が
続
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、

山
地
が
多
い
大
蔵
村
で
は
、
土
砂

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
、
前
兆
現
象

な
ど
を
知
り
、
災
害
か
ら
自
分
を

守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
瞬
に
し
て
人
命
や
財
産
を
奪

う
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石

流
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守

り
、早
め
の
避
難
を
心
が
け
、防
災

意
識
を
普
及
す
る
た
め
、
６
月
は

そ
の
運
動
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
避
難
経
路
や
連
絡
手

段
な
ど
を
確
認
し
、
日
頃
か
ら
の

災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
ポ
イ
ン
ト

前
兆
現
象
を
知
り
、
早
め
に
避
難

■
が
け
崩
れ
の
サ
イ
ン

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

・
が
け
に
ヒ
ビ
割
れ
が
起
き
る

・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る

■
地
す
べ
り
の
サ
イ
ン

・
地
面
に
ヒ
ビ
割
れ
が
で
き
る

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
家
や
よ
う
壁
に
亀
裂
が
入
る

■
土
石
流
の
サ
イ
ン

・
山
鳴
り
、
腐
っ
た
土
の
匂
い
が

す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る

・
川
の
流
れ
が
濁
り
流
木
が
混
ざ

り
は
じ
め
る

　

こ
の
よ
う
な
現
象
を
発
見
し
た

場
合
は
、
落
ち
着
い
て
早
め
に
避

難
し
、
役
場
地
域
整
備
課
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
75

−

２
１
０
２

　

自
然
豊
か
な
大
蔵
村
に
お
い
て
、

山
の
恵
み
の
「
山
菜
」
が
豊
富
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
山
菜
採

り
等
に
よ
る
遭
難
事
故
が
発
生
し
、

そ
の
時
期
は
、
６
月
と
７
月
に
集

中
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

通
い
慣
れ
て
い
る
山
だ
と
し
て

も
油
断
せ
ず
、
十
分
な
装
備
で
入

山
し
ま
し
ょ
う
。

再
度
確
認
！

山
菜
採
り
の
心
構
え

１　

家
族
な
ど
に
行
き
先
と
帰
宅

時
刻
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
だ
け
の
秘
密
の
場

所
だ
か
ら
」
で
は
、
万
一
の

場
合
に
捜
索
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

２　

単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
二

人
以
上
で
声
を
掛
け
合
い
位
置

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３　

目
立
つ
服
装
等
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
白
や
黄
色
、
蛍
光
色
の
服

装
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
仲

間
へ
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ

た
り
、
救
助
隊
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

天
候
の
急
変
に
備
え
、
雨

具
や
保
温
効
果
の
あ
る
衣
服

を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４　

携
帯
電
話
や
非
常
食
、
ク
マ

よ
け
の
た
め
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の

音
の
出
る
も
の
は
、
自
分
の

位
置
を
知
ら
せ
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。

　

ア
メ
玉
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
は
非
常
食

に
な
り
ま
す
。

５　

迷
っ
た
と
き
に
は
無
理
を
せ

ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

　

む
や
み
に
歩
き
回
ら
ず
、

発
見
さ
れ
や
す
い
視
界
の
開

け
た
場
所
を

早
め
に
探
す

こ
と
が
大
切

で
す
。

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

◆選挙による委員定数	 ６　名　　
◆選挙期日の告示	 ７月１日（火）
◆立候補予定者の説明会
　　◎日時　６月18日（水）
　　　　　　午前10時～
　　◎場所　役場第２会議室
◆立候補の届出期間
　　◎７月１日（火）
　　　午前8時30分から午後5時

�問合せ �  大蔵村選挙管理委員会
　TEL 75-2111（内線211）

農業委員選挙
投票日７月６日（日）

▲H25.7　土砂崩れにより通行止めになった
稲沢地区入口付近（県道大石田畑線）
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児童手当受給者のみなさんへ

●経済センサス-基礎調査は、我が国の事業所・企業の基本的構造を明
らかにするとともに、各種統計調査の母集団情報の整備を図ることを
目的として実施します。
●商業統計調査は、我が国の商業の実態を明らかにし、商業に関する施
策の基礎資料を得ることを目的として実施します。
●調査票は平成26年6月末日までにお届けします。7月1日以降に提出
をお願いします。
◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

総務省・経済産業省・山形県・大蔵村

あなたの回答が、日本経済の力になる！
平成２６年経済センサス-基礎調査
平成２６年商業統計調査を一体的に実施します

（単位:μSv/h）

q測定方法:地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器:シンチレーション式サーベイメータ
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5
月
の
日
誌

３
日
㈯	
◦
大
蔵
村
消
防
団
春
季
消
防
演
習

７
日
㈬	
◦
行
政
相
談

13
日
㈫	

◦
大
蔵
小
・
中
学
校「
人
権
の
花
」運
動

17
日
㈯
～
◦
肘
折
温
泉「
山
菜
の
食
ま
つ
り
」

18
日
㈰	

◦
山
菜
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

25
日
㈰	

◦
大
蔵
小
学
校
運
動
会

31
日
㈯	

◦
山
形
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

６
月
の
予
定

～
15
日
㈰
◦
肘
折
温
泉「
山
菜
の
食
ま
つ
り
」

１
日
㈰
～
30
日
㈪

	

◦
肘
折
温
泉
渓
流
つ
り
月
間

１
日
㈰	

◦
合
海
田
植
え
踊
り

	

◦
山
形
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

２
日
㈪	

◦
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

４
日
㈬	

◦
舟
形
町
大
蔵
村
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

７
日
㈯	

◦
大
蔵
自
然
塾

７
日
㈯
・
８
日
㈰

	

◦
山
形
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

７
日
㈯
・
21
日
㈯

	

◦
温
泉
療
養
相
談

10
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

10
日
㈫
・
11
日
㈬

	

◦
村
議
会「
６
月
定
例
会
」

11
日
㈬	

◦
行
政
相
談

12
日
㈭	

◦
大
蔵
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

29
日
㈰	

◦
河
川
清
掃

（4月16日〜5月15日届出分）

お誕生おめでとう

 地区	 　お名前	  （保護者名）
赤 松	 三原　悠

ゆう

人
と

くん	 （伸也）

お悔み申し上げます

 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
肘 折	 大平富太郎（82）	 修　

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

世帯数	 1,100戸	 （1,117戸）
　人口	 3,602人	 （3,704人）
　　男	 1,759人	 （1,797人）
　　女	 1,843人	 （1,907人）
　出生	 男 1人	 女 0人	 計 1人
　死亡	 6人	 4人	 10人
　転入	 11人	 7人	 18人
　転出	 6人	 3人	 9人

※平成26年4月末現在　（　）内は昨年同期

戸籍の窓
▷現況届について
　現在、児童手当を受給している方は、年1回「現況届」を提出する必
要があります。対象となる方には、提出用紙を事前に送付しております
ので、内容を確認の上、忘れずに役場健康福祉課福祉係まで提出してく
ださい。なお、提出の時に受給者（父母等）の保険証を提示してください。
　提出のない場合、児童手当が受給できなくなりますので、ご注意くだ
さい。
　◎現況届提出期限　　 平成26年６月30日（月）

▷定期支給について
　平成26年6月10日（火）に、中学生までのお子さんを扶養している方
の指定口座へ、平成26年2月分〜5月分の児童手当を振込みますのでご
確認ください。なお、児童手当は、6月・10月・2月の年3回の支給と
なります。

�問合せ �　役場健康福祉課福祉係　☎75-2104（内線275）

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

「山形県警察官」募集
◎受験資格　Ｓ54.4.2～Ｈ9.4.1
生まれの方で、大学（短大
除く）を卒業した方又はＨ
27.3までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等と認め
る方を含む）

◎申込期間　6/17（火）まで
※受験案内・申込書は、新庄警
察署、駅前交番、清水駐在所、
肘折駐在所などで受け取るこ
とができます。
□問	 新庄警察署警務課	222−0110
平成26年度「調理師」試験

◎願書受付期間　6/13（金）まで
◎願書配布場所　

各保健所生活衛生課
◎試験日　8/23（土）
◎申込方法　
願書を最寄りの保健所生活
衛生課まで持参ください。

□問	 県食品安全衛生課
2023−630−2621

ゴミの減量化・分別に
ご協力ください！

　可燃ごみ焼却施設「エコプラ
ザもがみ」では、6月上旬～7
月下旬まで炉の定期修繕に入り
ます。　
　そのため、焼却炉2炉のう
ち1炉のみの稼働となり、1日
の処理量が減少することから、
年々増加傾向にあるごみの減量
化及び分別へのご協力をお願い
します。
□問	 最上広域市町村圏事務組合
業務課	 222−2674

I N F O R M A T I O N

初夏のプラネタリウム
◎日時
　6/26（木）27（金） 18：30～のみ
　　28（土） 10：00～、11：00～

の2回
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　6/20（金）8：30～☎で受

付開始（先着43名）
□申□問	 教育研究センター	222−1033
最上地域に暮らす外国出身者の

ための研修会 in 新庄
◎日時　①6/11（水）①6/22（日）

①②14：00～16：30
◎場所　①新庄市民プラザ

②最上広域交流センター
「ゆめりあ」

◎対象者　最上地域在住の外国
出身者及びそのご家族、外
国人支援に関わる日本人

◎テーマ・講師
　①こころのケア（講師：五十嵐

善雄氏／五十嵐郁代氏）
　②就職活動のノウハウ

（講師：大泉多美子氏）
◎参加料　無料
□申□問	 県国際交流協会

2023−647−2560

「山形学」フォーラム
◎日時　6/29（日）13：00～16：30
◎会場　遊学館　ホール
◎内容　
　◦基調講演「日本人と死の準備」

講師：山折哲雄氏（宗教学者）
　◦鼎談　「東北・山形における

死と鎮魂と再生」
　　講師：鈴木岩弓氏、菊地和

博氏、松尾剛次氏
◎受講料　無料（要入場整理券）
◎締切日　6/25（水）先着300名
※託児有り（要事前申込）
□申□問	 県生涯学習センター「山形
学」講座担当	2023−625−6411

もがみ南部商工会青年部杯
交流野球大会

◎日時　6/15（日）
　開会式8：00　試合開始9：00
◎会場　大蔵球場　他
□問	 もがみ南部商工会大蔵事務所

275−2162

危険物取扱者試験準備講習会
◎日時
　丙種：7/2（水）　 9：00～16：00
　乙種第四類：7/3（木）～4（金）

9：00～16：00
◎会場　最上広域消防本部
◎対象　危険物取扱者試験受験
のため受講を希望される方

◎受講料　丙種：1,500円
　　　　　乙種第四類：2,500円

（別途テキスト代）
◎締切日　6/20（金）定員50名
※受講申込書は、消防本部・消
防署・各支署にあります。
□問	 最上地区危険物安全協会事
務局	 222−7521

今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

18
日（
水
）・
30
日（
月
）午
後
7
時
ま
で

今
月
の
納
税（
納
期
限
６
月
30
日
）、村
県
民
税（
第
１
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測定場所 大蔵小中学校

グラウンド
大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

沼の台保育所
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地 上 高 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m
平成26年

5月8日㈭ 測 定 値 0.05 0.06 0.05 0.05 0.06 0.06 0.04 0.04 0.05 0.04
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うちのGOZZO

材料

　　　•朴の葉 ・・・・・８枚
　　　•ごはん ・・・・・６００ｇ（茶碗４杯）
　　　•きなこ・・・・・大さじ４
　　　•黒砂糖・・・・・大さじ４
　　　•みのげ（結び用）

①　朴の葉を洗って水気を拭き、裏
　　返しにして２枚を十字に重ねる。
②　黒砂糖ときなこを混ぜ合わせる。
③　①の朴の葉に②をしき、おにぎりをつくってそ

の上に置き、おにぎりの上に②を振りかける。
④　２枚の朴の葉を合わせるように折り、形を整え

てみのげで結ぶ。

このコーナーでは、地元の素材を使った
おいしい一品をレシピとともに紹介します。
ぜひお試しください♪

ご ち そ う

レシピ

今月の一品 ❷

うどのほろほろ和え（左）　白飯の朴の葉つつみ（右）

うどのほろほろ和え
白飯の朴の葉つつみ

白飯の朴の葉つつみ（4人分）

材料

　　　•うどの葉・・・・・１束（５００ｇ）
　　　•くるみ　・・・・・１００ｇ
　　　•みそ　　 ・・・・・大さじ３
　　　•砂糖　　 ・・・・・小さじ１

①　くるみとみそをすり鉢でする。
②　①に砂糖を入れ、和える。
③　うどの葉をゆでて水にさらし、
　　よく水分を切ってみじん切りにする。
④　①③を和える。

― 協力者：伝承料理を楽しむサークル「ずっくび」のみなさん ―

レシピ

うどのほろほろ和え

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
合
　
海
）　
蔵
　
津
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唯い

ち
ゃ
ん

（
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也
） 

　
　
　

（
清
水
一
）　
佐
　
藤
　
李り
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き

く
ん
　
　

（
信
行
）
　 

　
　

★
す
き
な
も
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も
も
と
ウ
ル
ト
ラ
マ
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★
す
き
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も
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柿
ピ
ー
と
メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
ち
ゃ
ん


